





















































































   とこそ思ひたまふべかりぬれ」〔式部→親王〕
   と聞こえて参りて、三日ばかりありて帰りたれば、親王より






   「　葛城の神もさこそは思ふらめ久米路にわたすはしたなきまで




     大水の岸つきたるにくらぶれど深き心はわれぞまされる
   さは知りたまへりや」〔親王→式部〕御返
   「　今はよもきしもせじかし大水の深き心は川と見せつつ
   かひなくなむ」〔式部→親王〕（97）
（オ） 「　あけざりしまきの戸口に立ちながらつらき心のためしとぞ見し
   憂きはこれにやと思ふも、あはれになむ」〔親王→式部〕（中略）
   「　いかでかはまきの戸口をさしながらつらき心のありなしを見む
   おしはからせたまふめるこそ。見せたらば」〔式部→親王〕（94）
（カ） 「今朝したり顔におぼしたりつるも、いとねたし。この童殺してばやとまでなむ。
     朝日影さして消ゆべき霜なれどうちとけがたき空の気色ぞ」〔親王→式部〕
   とあれば
























     問はぬをもなどか問はでほどふるにいかばかりかは思ひ乱るる






   「いでや、賜へるは、なかなかにこそ。
     きてみればうらにられけり唐衣かへしやりてん袖をぬらして」



























地 消息 会話 心話
ぞ なむ こそ ぞ なむ こそ ぞ なむ こそ ぞ なむ こそ
竹取 11 ＞ 9 ＞ 0 0 ≒ 1 ＝ 1 18 ＜ 23 ＞ 18 2 ＞ 0 ＝ 0
土佐 53 ＞ 12 ＞ 2 0 0 0 6 ＞ 1 ≒ 2 0 0 0
伊勢 10 ＜ 66 ＞ 4 0 ＜ 3 ＞ 1 2 ＜ 4 ＞ 2 1 ≒ 0 ＜ 2
平中 106 ＞ 14 ＞ 3 4 ＝ 4 ＞ 0 23 ＞ 21 ＞ 3 1 ≒ 2 ＜ 7
大和 15 ＜ 238 ＞ 1 2 ＜ 13 ＞ 1 13 ＜ 41 ＞ 4 1 ＝ 1 ≒ 2
多武 11 ＜ 21 ＞ 2 6 ＜ 24 ＞ 15 4 ＜ 8 ≒ 7 1 ≒ 0 ＜ 2
篁 9 ≒ 10 ＞ 0 1 ＜ 3 ＞ 1 7 ＞ 3 ＜ 7 0 0 0
宇津 72 ＜ 84 ＞ 5 （0　 0 　0） 298 ＜ 785 ＜ 1018 22 ＞ 1 ＜ 63
蜻蛉 237 ＞ 38 ＞ 19 14 ＜ 95 ＞ 20 36 ＜ 108 ＞ 33 18 ＞ 3 ＜ 23
落窪 28 ＜ 78 ＞ 3 5 ＜ 49 ＞ 11 164 ＜ 219 ＝ 219 20 ＞ 2 ＜ 21
和泉 21 ＞ 1 ＝ 1 6 ＜ 16 ＜ 20 9 ＜ 14 ≒ 15 6 ＞ 0 ＜ 18
枕 240 ＞ 21 ＜ 335 1 ＜ 11 ＞ 1 107 ＞ 80 ＜ 121 1 ≒ 0 ＜ 2
源氏 942 ＞ 294 ＞ 173 2 ＜ 123 ＞ 31 150 ＜ 1367 ＞ 1190 78 ＞ 11 ＜ 428
紫 109 ＞ 8 ＜ 44 0 ≒ 1 ＝ 1 2 ＜ 10 ＞ 8 2 ＞ 0 ＜ 3
堤 41 ＞ 13 ＝ 13 3 ＝ 3 ＜ 6 55 ＞ 23 ＜ 66 7 ＞ 0 ＜ 9
寝覚 176 ＞ 13 ＜ 53 （2　 ＜ 9 ＞ 　5） 74【72　 ＞
79
70
＜ 237　232】 77 ＞ 4 ＜ 173
浜松 77 ＞ 5 ＜ 44 （3　 ＜ 10 ＞ 　7） 65【62　 ＞
66
56
＜ 120　113】 44 ＞ 8 ＜ 139
更級 29 ＞ 3 ＜ 9 0 ＜ 3 ＞ 0 7 ＜ 16 ＞ 14 2 ＞ 0 ＜ 4
狭衣 353 ＞ 13 ＜ 80 （2　 ＜ 8 ＝ 　8） 154【152　＞
69
61
＜ 360　352】 105 ＞ 10 ＜ 158
【表１】　平安 19作品に於ける４文体別係助詞の実数表 8）
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地 消息 会話 心話
ぞ なむ こそ ぞ なむ こそ ぞ なむ こそ ぞ なむ こそ
Ⅰ竹～平 58.2 ＞ 39.2 ＞ 2.6 16.7 ＜ 58.3 ＞ 25.0 42.8 ＞ 36.2 ＞ 21.0 47.8 ＞ 6.7 ＜ 45.6
Ⅱ大～落 39.4 ＜ 57.5 ＞ 3.1 12.9 ＜ 68.6 ＞ 18.5 24.4 ＜ 44.2 ＞ 31.4 34.3 ＞ 7.5 ＜ 58.2
Ⅲ和～紫 66.6 ＞ 8.4 ＜ 25.0 6.0 ＜ 62.7 ＞ 31.3 18.5 ＜ 40.8 ＞ 40.7 28.4 ＞ 0.5 ＜ 71.1











書き手 読み手 ぞ なむ こそ
親王 式部 6 12 14
式部 親王 2 6
春宮女御 北の方 1
北の方 春宮女御 1
合計 6 16 20
【表４】　『和泉』の会話に於ける対人別係助詞表
話し手 聞き手 ぞ なむ こそ
親王 式部 4 6 3
式部 親王 1 3 3
親王 乳母 1
式部 童 1 1





女房達 女房達 2 2
小舎人童 桶洗童 2
計 9 14 15
【表５】　『蜻蛉』の消息に於ける対人別係助詞表
書き手 読み手 ぞ なむ こそ
兼家 道綱母 7 35 6
道綱母 兼家 4 20 2
道綱母 道綱 1 1
道綱母 登子 1
道綱母 父 2
道綱母 遠度 6 4
道綱母 侍女 1 1
道綱 大和の女 1






































光源氏 朧月夜 2 3
光源氏 玉鬘 1 2
光源氏 藤壺 1 1
光源氏 紫上 3 1




光源氏 葵上母 3 1
光源氏 紫上祖母 1
光源氏 紫上邸人々 1
計 0 26 11
【表７】　 『源氏』の消息に於ける対人別係助詞表
（女性→光源氏）
書き手 読み手 ぞ なむ こそ
明石君 光源氏 1
秋好中宮 光源氏 1











計 0 14 3
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  『源氏』は４文体分類の森野〔1987〕。
  『寝覚』『浜松』『狭衣』は「会話に消息を含む」と明記した山口〔1985b・1986・
1983〕の数値を使用。｛消息＝松岡数値、【　】の会話＝「山口（会話〈含む消息〉）
マイナス松岡（消息）」、【　】無の会話・地・心話＝山口数値。｝
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